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研究成果の概要（和文）：NISSIN Project参加者1856人を対象にボランティア活動への参加と認知症発症 との
関連を検討した。研究参加者の24.2％がボランティア活動に参加していた。追跡期間中に332人が認知症を発症
した。ボランティア活動への参加者は、参加なし者に比べて認知症発症ハザード比が1より小さかったものの有
意な関連は認めなかった。追加の解析として、測定された6種類の社会的活動：地域行事、町内会や自治会活
動、老人会、趣味の会など仲間うちの活動、ボランティア活動、特技や経験を他人に伝える活動のいずれか一つ
に参加者は、参加なし者と比較して有意に認知症発症ハザード比が低かった。

研究成果の概要（英文）：The association between participation in volunteer activities and the 
incidence of dementia was examined in 1856 participants from the NISSIN Project. Of the study 
participants, 24.2% participated in volunteer activities. During the follow-up period, 332 developed
 dementia. Although the hazard ratio for incident dementia was smaller than 1 for those who 
participated in volunteer activities compared with those who did not participate, no significant 
association was found. Further analysis showed that participants in either of the six social 
activities measured: community events, neighborhood association or neighborhood association 
activities, activities among peers such as senior citizen associations and hobby clubs, volunteer 
activities, and activities to share skills and experiences with others, had significantly lower 
hazard ratios for incident dementia compared with those who did not participate.

研究分野： 高齢者保健

キーワード： 認知症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では高齢化の進展に伴い、認知症と共に暮らす高齢者が増加している。2025年には約700万人前後にまで増
加することが見込まれており、その対策は社会的喫緊の課題となっている。本研究の結果、65歳時点で社会的活
動に参加をしている者は参加をしていない者に比べて認知症発症率が有意に低いことが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国では、2025 年に認知症の人が高齢者の 5 人に 1 人にあたる 700 万人を超えると推計さ

れている（厚生労働省, 2015）が、未だ根本的な治療法がなく、その予防が重要とされる。英国
の医学雑誌では、改善が可能な認知症の危険因子のうち、社会要因として社会的な孤立が取り上
げられた(Livingston G, et al., 2017)。社会的な孤立は、家族や地域社会との交流が客観的にみ
て著しく乏しい状態と定義され(総務省, 2010)、その予防には ボランティア活動(社会的な貢献
活動)への参加が有効とされる(Sakurai R, et al., 2016)。日本人高齢者を対象としてボランティ
ア活動へ参加と海馬の容積が正に関連するとの報告がある(Sakurai R, et al., 2018)。ものの、前
期高齢期におけるボランティア活動への参加がその後の認知症発症におよぼす影響を明らかに
した疫学研究は無い。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ボランティアの参加とその後の認知症発症との関連をあきらかにすること

である。 
 
３．研究の方法 
愛知県Ｎ市の 65 歳健やか健診をベースとした NISSIN Project コーホート研究参加者 3,091

人のうち、脳卒中既往者、社会的活動参加状況が欠測の者を除く 1,856 人を解析対象者とした。 
社会的活動の評価は、自記式質問票により 6 種類の活動：（1）地域行事（お祭・盆踊りなど）、
（2）町内会や自治会活動、（3） 老人会（老人クラブ）、（4）趣味の会など仲間うちの活動、（5）
奉仕（ボランティア）活動、（6）特技や経験を他人に伝える活動について、頻度（1）していな
い、（2）時々している、（3）いつもしているの 3件法で尋ね、頻度が少ない順から累積割合が 50%
に達した場合を参加なしのカットオフポイントとした。認知症発症の評価は、要介護認定の二次
判定における「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」のランクが追跡期間中にランクⅡより
も重度に至った場合を認知症発症と定義し、2021 年末まで情報を収集した。コーホート登録年、
性別、教育歴、世帯類型、雇用状況、喫煙習慣、飲酒習慣、機能障害、既往歴（糖尿病、高血圧）
を調整した Cox 比例ハザードモデルを用いてハザード比と 95%信頼区間を算出した。両側検定で
p値が 0.05 未満を統計学的有意とし、統計解析には R version 4.1.3 を使用した。 
 
４．研究成果 
ベースライン時点で、ボランティア活動に参加している者は、449 名（24.2％）であった。2021

年末までの追跡期間中に、332 人が認知症を発症した。ボランティア活動への参加ありの者は、
参加なしの者に比べて認知症発症ハザード比が 1 より小さかったものの有意な関連は認めなか
った。(表 1) 

  



表 1 ボランティア活動への参加有無に対する認知症発症のハザード比 (n= 1,856) 
 ボランティア活動への参加有無 

  なし (n=1,407) あり (n=449) 

人年 22,365 7,231 

認知症発症数 259 73 

モデル 1 ハザード比（95%信頼区間） 1.00 0.88 (0.68-1.14) 

モデル 2 ハザード比（95%信頼区間） 1.00 0.89 (0.69-1.16) 

モデル 3 ハザード比（95%信頼区間） 1.00 0.93 (0.71-1.20) 

モデル 4 ハザード比（95%信頼区間） 1.00 0.94 (0.72-1.23) 

モデル 5 ハザード比（95%信頼区間） 1.00 0.96 (0.72-1.30) 

モデル 1: コーホート登録年、性別 

モデル 2: コーホート登録年、性別、教育歴、世帯類型、雇用状況 

モデル 3: コーホート登録年、性別、教育歴、世帯類型、雇用状況、喫煙習慣、飲酒習慣 

モデル 4: コーホート登録年、性別、教育歴、世帯類型、雇用状況、喫煙習慣、飲酒習慣、機

能障害、既往歴（糖尿病、高血圧） 

モデル 5: コーホート登録年、性別、教育歴、世帯類型、雇用状況、喫煙習慣、飲酒習慣、機

能障害、既往歴（糖尿病、高血圧）、町内会、老人会、趣味の会、特技や経験を活かした活

動への参加 

 
追加の解析として、NISSIN Project で測定された 6種類の社会的活動：地域行事（お祭・盆

踊りなど）、町内会や自治会活動、老人会 （老人クラブ）、趣味の会など仲間うちの活動、ボラ
ンティア活動、特技や経験を他人に伝える活動のいずれか一つに参加ありの者は、参加なしの者
と比較して有意に認知症発症ハザード比が低いことを明らかにした。 
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